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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液圧作動システムにおいて起こり得る油液位の
低下を評価するための方法を提供する。
【解決手段】少なくとも１つの液圧アクチュエータＨＡ
とそれを制御するための液圧制御回路とを備え、液圧制
御回路が、ポンプＰとモータＭとアキュムレータＡと圧
力センサＰＳとを備えている液圧作動システムにおいて
所与の警告レベル未満への起こり得る油液位の低下を検
証するために、ａ）モータＭを通じてポンプＰを駆動す
ることによりアキュムレータＡを充電するステップと、
ｂ）アキュムレータＡが充電されている間に圧力センサ
ＰＳにより回路内の圧力を測定するステップと、ｃ）ス
テップｂ）において測定される圧力値が、ステップａ）
の開始から所与の期間内に、所与のしきい圧力値に到達
しない場合にエラー信号を生成するステップと、を含む
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液圧作動システム、特に車両変速機のための液圧作動システムにおいて所与の警告レベ
ル未満への起こり得る油液位の低下を評価するための方法であって、前記液圧作動システ
ムが、少なくとも１つの液圧アクチュエータ（ＨＡ）と、前記少なくとも１つの液圧アク
チュエータ（ＨＡ）を制御するための液圧制御回路とを備え、前記液圧制御回路が、ポン
プ（Ｐ）と、前記ポンプ（Ｐ）を駆動するためのモータ（Ｍ）と、前記ポンプ（Ｐ）によ
り充電されるように配置されたアキュムレータ（Ａ）と、前記回路内の圧力を測定するた
めの圧力センサ（ＰＳ）と、を備え、
　ａ）前記モータ（Ｍ）により前記ポンプ（Ｐ）を駆動することにより前記アキュムレー
タ（Ａ）を充電するステップと、
　ｂ）前記アキュムレータ（Ａ）が充電されている間に、前記圧力センサ（ＰＳ）により
前記回路内の前記圧力を測定するステップと、
　ｃ）ステップｂ）において測定された圧力値が、ステップａ）の開始に始まる所与の第
１の期間内に所与のしきい圧力値（Ｔｐ）に到達しない場合にエラー信号を生成するステ
ップと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記モータ（Ｍ）が電動モータであり、ステップｂ）において、前記アキュムレータ（
Ａ）が充電されている間に前記モータ（Ｍ）により吸収された電流も測定され、ステップ
ｃ）において、ステップｂ）で測定された前記電流がステップａ）の前記開始に始まる所
与の第２の期間内に所与のしきい電流値（Ｔｃ）に到達しない場合に前記エラー信号が生
成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の期間の１秒以下、好ましくは０．５秒以下の初期サブ期間を除いて、少なく
とも前記しきい電流値（Ｔｃ）に等しい電流値に到達したときに前記評価がなされる、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の期間および前記第２の期間が相互に同一である、請求項２または請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記液圧制御回路内の油温が所与の温度範囲内にある場合にステップａ）～ｃ）が実施
される、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記液圧作動システムが動作可能でない、つまり液圧アクチュエータ（ＨＡ）が動作し
ていない、したがって油消費がない場合にステップａ）～ｃ）が実施される、請求項１～
５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記液圧作動システムが被る横方向加速の値および縦方向加速の値が所与の加速範囲内
にある場合にステップａ）～ｃ）が実施される、請求項１～６のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項８】
　前記モータ（Ｍ）に動力供給するバッテリーの電圧レベルが所与の最低電圧値よりも高
い場合にステップａ）～ｃ）が実施される、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　ステップｃ）において生成される可能性がある前記エラー信号が警告灯または音響信号
によりオペレータに伝達される、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの液圧アクチュエータと、液圧アクチュエータ（複数可）を
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制御するための液圧制御回路とを備えた液圧作動システムであって、液圧制御回路が、ポ
ンプと、ポンプを駆動するためのモータと、ポンプにより充電されるように配置されたア
キュムレータと、回路内の圧力を測定するための圧力センサと、を備えている、液圧作動
システムにおいて、所与の警告レベル未満への起こり得る油液位の低下を評価するための
方法に関する。本発明は、本明細書において車両変速機のための液圧作動システムへのそ
の応用に特に関連して説明されるものの、しかしながら、ポンプと、アキュムレータと、
圧力センサとを備えた任意の他の液圧作動システムに応用可能である。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液圧作動システム、特に車両変速機のための液圧作動システムの回路において所
与の警告レベル未満への起こり得る油液位の低下（例えば、漏れによる）を検出し、かつ
、この低下がシステムに損害を引き起こす前にエラーメッセージをオペレータ（運転手）
に提供するためのシステムは存在しない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、本発明の目的は、液圧作動システム、特に車両変速機のための液圧作動シ
ステムにおいて、油液位が所与の警告レベル未満に減少したかどうかを容易かつ廉価な方
法で確認することを可能にすることである。より具体的には、本発明は、液圧作動システ
ムにおいて、液圧作動システム内にすでに存在するコンポーネントを使用して、したがっ
てシステム内に更なるコンポーネントを導入する必要なしに、所与の警告レベル未満への
起こり得る油液位の低下を評価する方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的および他の目的は、添付の独立請求項１に定義されたステップを含む方法のお
かげで、本発明に従って完全に達成される。
【０００５】
　本発明による方法を実施する好ましい方法は、従属請求項の主題であり、それらの内容
は本明細書に不可欠な、なくてはならない部分を形成するとして理解されるべきである。
【０００６】
　要約すると、本発明は、液圧作動システムにおいて、アキュムレータを充電することお
よび圧力センサを介して回路内の圧力を測定することにより、所与の警告レベル未満への
起こり得る油液位の低下を評価するというアイデアに基づいている。通常の油液位の場合
に必要とされる時間よりも長いか、またはそれに等しい所与の期間（典型的に数秒、例え
ば３～１０秒）内に圧力が所与のしきい値に到達しない場合、すなわち油液位が警告レベ
ルよりも高いとき、これは、回路内の油液位が、例えば油漏れのために警告レベル未満に
減少したことを意味する。次いで、オペレータに対して（すなわち、本方法の車両変速機
のための液圧作動システムへの応用の場合は、運転手に対して）エラー信号が生成される
。このような方法は、システムにおいて、システム内にすでに存在するコンポーネントを
使用して、したがってシステム内に更なるコンポーネントを据え付ける必要なしに、所与
の警告レベル未満への油液位のいかなる低下も検出することを可能にする。
【０００７】
　本発明の方法を実施するためのある形態によれば、液圧作動システムが電気ポンプ、す
なわち電動モータにより駆動されるポンプを備えている場合、アキュムレータ充電フェー
ズの間、回路内の圧力に加えて、電動モータにより吸収される電流も測定される。回路内
の油液位が警告レベルよりも高い場合、電動モータにより吸収される電流は、所与の期間
内に所与のしきい値に到達する。例えば漏れのために油液位が警告レベル未満に低下する
と、電流は、所定の時間内に上記のしきい値に到達せず、したがってエラー信号が生成さ
れる。したがって、アキュムレータ充電サイクルの間に、回路内の圧力に加えて、電動モ
ータにより吸収される電流も測定することにより、制御の冗長性が確保され、したがって
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偽のエラー信号を生成するリスクは最小化される。電動モータにより吸収される電流の測
定は、電動モータを駆動する電子制御ユニットと同じ電子制御ユニットにより有利に実施
されてもよく、よって電流センサを追加する必要はない。
【０００８】
　好ましくは、圧力は（および、ことによると、電動モータにより吸収される電流も）、
特定の条件下でバッテリー充電サイクルが発生するときに、例えば回路内の油温が所与の
温度範囲内にあるときに、システムがアイドル状態にあり、よって油消費がないときに、
車両の横方向加速の値および縦方向加速の値が所与の範囲内にあるときに、ポンプとモー
タの両方が適切に動作しているときに、および／または電動モータに動力供給するバッテ
リーの電圧レベルが所与の最低電圧値よりも高いときに、測定される。
【０００９】
　好ましくは、システムの油液位が警告レベル未満である条件の検出後に生成されるエラ
ー信号は、例えば、特別な警告灯を点灯することにより、または音響信号を発することに
より、オペレータ（運転手）に伝達される。
【００１０】
　本発明の更なる特徴および利点は、添付図面に関連して純粋に非限定的な実施例として
与えられる以下の詳細な説明から一層明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の方法が応用可能である液圧作動システムを概略的に示している。
【図２】通常の動作条件と、システムの油液位が警告レベルよりも低い場合とのそれぞれ
について、図１の液圧作動システム等の液圧作動システムにおける圧力の経時的変化の例
を示すグラフである。
【図３】通常の動作条件と、システムの油液位が警告レベルよりも低い場合とのそれぞれ
について、図１の液圧作動システム等の液圧作動システムにおいてポンプを駆動する電動
モータにより吸収される電流の経時的変化の例を示すグラフである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は、本発明の方法が応用可能な液圧作動システムを概略的に示す。より具体的には
、そこに示される液圧作動システムは、車両変速機のための液圧作動システムである。し
かしながら、先に触れたように、本出願は、純粋に模範的なものとして、かつ、したがっ
て本出願の保護の範囲を限定しないものとして理解されるべきである。
【００１３】
　液圧作動システムは、少なくとも１つの液圧アクチュエータＨＡ（図１に示されている
実施例の３つの液圧アクチュエータ）と、液圧アクチュエータ（複数可）ＨＡを制御する
ための液圧制御回路とを備えている。液圧制御回路は、タンクＴ、ポンプＰ、ポンプＰを
制御するためのモータＭ、アキュムレータＡ、回路内の油圧（アキュムレータＡ内の油圧
に対応する）を測定するための圧力センサＰＳ、および少なくとも１つの液圧アクチュエ
ータＨＡを出入りする油フローを制御するための少なくとも１つの弁Ｖを備えている。好
ましくは、モータＭは電動モータである。液圧作動システムは、モータＭを駆動すること
と、弁Ｖ（複数可）を制御することと、圧力センサＰＳにより、およびシステム内に設け
られる任意の他のセンサにより生成される信号を入力において受信することと、によりシ
ステムの動作を維持するように構成された電子制御ユニットＥＣＵを更に備えている。電
子制御ユニットＥＣＵは、電動モータＭにより吸収される電流を測定することもでき、こ
のことは、電動モータＭにより吸収される電流を測定するための特別なセンサの使用を避
けることを可能にする。
【００１４】
　液圧制御回路の上記の全てのコンポーネントは、それ自体公知の種類のものであり、し
たがって更に説明することはしない。
【００１５】
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　例えば油漏れによる、回路内の警告レベル未満への起こり得る油液位の低下は、以下の
様式により確認される。
【００１６】
　モータＭを通じてポンプＰを運転することにより、アキュムレータＡは充電フェーズの
間に充電され、圧力は圧力センサＰＳにより測定される。システムの通常の動作条件下で
は、圧力は、充電フェーズの開始から所与の期間内に所与のしきい圧力値ＴＰに到達する
。この場合、圧力の経時的変化は、図２のグラフの実線の曲線の経時的変化に似ており、
圧力値は、純粋に例示的なものとして理解されるべきである。この変化は、実験により検
出され、かつ／または液圧作動システムの適切な数学的モデルによりシミュレートされ得
る。回路の油液位が警告値未満に低下した場合、アキュムレータ充電フェーズの間、圧力
は、図２のグラフの破線の曲線の種類の変化と共に、上記のしきい圧力値Ｔｐよりも低い
最大値までより緩やかに上昇する。したがって、ひとたびアキュムレータＡの充電が始ま
ると、圧力が所与の期間内に（典型的に数秒のオーダー、例えば３～１０秒で）上記のし
きい圧力値ＴＰに到達しない場合、電子制御ユニットＥＣＵは、不十分な油液位という条
件を回路内に検出し、したがってエラー信号を生成する。エラー信号は、警告灯または音
響信号の形態において、オペレータに対して（すなわち、本方法の車両変速機のための液
圧作動システムへの応用の場合は、車両の運転手に対して）伝達されてもよい。
【００１７】
　ポンプＰを駆動するためにモータＭ等の電動モータが使用される場合、圧力だけではな
く、アキュムレータ充電フェーズの間に電動モータＭにより吸収される電流も、電子制御
ユニットＥＣＵにより測定される。吸収される電流は圧力に比例し、したがってアキュム
レータ充電フェーズの間の電流の経時的変化は、図３のグラフに示されるように、圧力の
変化に似た変化を有する。図３において、示されている電流値は、純粋に例示的であるこ
とを意図している。図３のグラフの実線の曲線は、通常の動作条件下における、すなわち
回路内の油液位が警告レベルよりも高いときの、電流の経時的変化を示し、電流は、電動
モータが始動時に吸収する増大した電流による初期ピークの後、所与のしきい電流値Ｔｃ

に到達するまで上昇する。破線の曲線は、回路内の油液位が不十分な場合における電流の
変化を代わりに示す。この第２の場合には、初期ピークの後、電流は、上記のしきい電流
値Ｔｃよりも低い最大値まで上昇し、いかなる場合にも、所与の期間内にはしきい電流値
に到達しない。好ましくは、液圧回路内の不十分な油液位という条件下において、少なく
ともしきい電流値Ｔｃに等しい起こり得る初期ピーク電流がエラー信号を生成するに至ら
ないことを避けるために、アキュムレータ充電フェーズの開始からの第１の期間、例えば
最初の１秒または最初の０．５秒を除いて、少なくともしきい電流値Ｔｃに等しい電流値
に到達したときに評価が実施される。次いで、圧力と、アキュムレータ充電フェーズの間
に電動モータにより吸収される電流との両方を測定することにより、制御の冗長性が確保
され、したがって回路内の不十分な油液位に関するエラー信号を誤って生成するリスクが
低減される。
【００１８】
　好ましくは、上記の評価方法は、以下の条件のうちの少なくとも１つが生じた場合に実
施される。
　－　回路内の油温（この値は、通常すでに電子制御ユニットにより推定されており、し
たがって特別なセンサは必要とされない）が所与の温度範囲内にある。
　－　システムがアイドル状態にあり（すなわち、液圧アクチュエータは動作していない
）、よって油消費がない。
　－　車両の横方向加速値および縦方向加速値（または、より一般的に言うと、液圧作動
システムが被る横方向加速値および縦方向加速値）が所与の加速範囲内にある。
　－　ポンプとモータの両方が適切に動作している、すなわち、システムのこれら２つの
コンポーネントに故障または不具合がない。
　－　バッテリー（これは、ポンプを駆動するモータに動力供給する。当然ながら、この
モータが電動モータである場合である）の電圧レベルが所与の最低電圧値よりも高い。
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【００１９】
　上記の説明から明らかであるように、本発明による液圧作動システムにおいて警告レベ
ル未満へのいかなる油液位の低下も評価する方法は、システム内にすでに存在するコンポ
ーネントを使用するという利点を有し、したがって更なるコンポーネントの導入を必要と
しない。したがって、それは、実装するのが単純かつ廉価な方法である。その上、本方法
は、迅速かつ確実に実施できる。
【００２０】
　当然ながら、本発明の原理は不変であり、実施形態および構築上の詳細は、添付の請求
項に定義される本発明の範囲から逸脱することなしに、純粋に非制限的な実施例としてこ
こに記載および図示されているものから大いに変形され得る。
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